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マイクロベース株式会社

豊⽥市における事前意識調査事例

国⼟交通省令和 5年度空き家対策モデル事業
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事前所有者意識調査 調査地域の選定

選定時における優先項⽬

1. 全町丁⽬から⾼齢化率28%以上、持家世
帯率70%以上の町のみを対象

2. 優先順位付け基準︓
1. ⾼齢化率が⾼い
2. 空室予測結果が⾼い

3. 築年数が15年以上経過している⼾建住⼾の
みを絞り込み。
– ただし、ポスティング事業者の配布ミスによって、新築

等にも配布されていたことが発覚。
– ポスティングコストと納期の関係で、市街地域・郊外地

域を中⼼に実施。⼭間地域では遠⽅地域を除外。

広⼤な⼭間地域を抱える豊⽥市を、市内にある14地区から市街地域・郊外地域・⼭間地域の３地域に分割。将来空き家予測や持
ち家率、⾼齢化率等から調査対象地域を町丁⽬単位で絞り込み、調査地域を選定。豊⽥市との協議によって、対象地域を選定。
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事前所有者意識調査の設計と配布

空き家対策への啓発内容、および、豊⽥市が提供する補助施策を紹介したリーフレットを作成し、アンケートと同時に配布。
豊⽥市ホームページからも公開し、市⺠への告知を実施。12⽉15⽇からポスティングによる配布を開始。1⽉15⽇までの回答期限を設定。
試験的にオンラインアンケートを設けたところ、約240件の回答(全体の15%程度)を得られました。

※アンケートやリーフレットの内容は豊⽥市ホームページよりご覧ください。 https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/sumai/teiju/1057076.html

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/sumai/teiju/1057076.html
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事前所有者意識調査のアンケート結果
8000世帯に対してポスティングを実施し、約1550件の回答（約20%）を確認。回答率が所有者意識調査の平均回答率
より低い結果となった⼀⽅、相談希望割合が⾼く、対策に前向きな回答が多いことを確認。

①売却したい 132件
②解体費⽤の⽀出が困難 42件
③買い⼿がつかない 6件
④⾃宅の価格や売却に必要な⼿続き等について知りたい
79件
⑤豊⽥市や豊⽥市の協定団体より電話や書類送付等の
案内を希望する 73件
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アンケート結果と拡⼤推計結果 ①「困っている」

郊外地域 185/535世帯
(34.6%)

⼭間地域 153/354世帯
(43.2%)

市街地域 179/458世帯
(39.1%)

市全体 517/1,347世帯
(38.4%)

郊外地域 7,031/26,026世帯
(27.0%)

⼭間地域 5,547/11,348世帯
(48.9%)

市街地域 7,109/22,646世帯
(31.4%)

市全体 19,687/60,020世
帯
(32.8%)

アンケート結果 ※1

拡⼤推計結果 ※2

※1 選定した町丁⽬のうち、築15年以上の全世帯に配布。（ポス
ティング会社のミスにより、誤って築15年未満の住宅にも配布あり）
※2 住⺠基本台帳から、住定後15年以上の全世帯を対象

郊外地域ほど割合が⼩さく、⼭間地域の市中⼼から遠⽅エリアほど割合が⾼くなるという結果が得られました。
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アンケート結果と拡⼤推計結果 ②「住み続けたい」

郊外地域 274/489世帯
(56.0%)

⼭間地域 169/342世帯
(49.4%)

市街地域 210/416世帯
(50.5%)

市全体 653/1,247世帯
(52.4%)

郊外地域 12,584/26,026世帯
(48.4%)

⼭間地域 5,629/11,348世帯
(49.6%)

市街地域 16,340/22,646世帯
(72.2%)

市全体 34553/60,020世帯
(57.6%)

アンケート結果 ※1

拡⼤推計結果 ※2

※1 選定した町丁⽬のうち、築15年以上の全世帯に配布。（ポス
ティング会社のミスにより、誤って築15年未満の住宅にも配布あり）
※2 住⺠基本台帳から、住定後15年以上の全世帯を対象

市街地域を中⼼に市中⼼ほど割合が⼤きく、市北部ほど割合が⼩さくなるという結果が得られました。


